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第 １５ 回 例 会 報 告（１１月８日） 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５４名         ・出席数   ３７名          ・欠席数  １７名 

・当日出席率   ７２.００％               ・前々回修正出席率  ９６．００ ％ 

＜欠席会員＞阿部､原､平田､冠､木村､楠橋､眞鍋､宮道､村上(裕)､岡本､坂本､重松､八木(正)､八木(伸) 

〔免除会員〕青野(明)､檜垣(巧)､白石 

<10/25 欠席補填>(10/22 今治北)平田､片山､冠､桑森､眞鍋､松木(久)､大澤､岡本､辰巳､八木(正)､八木(伸)   

(10/27 地区大会)田中 (10/29 今治北)小堀   

◇幹事報告・11月2日(金)に今治西高にて南條有優香さんの短期留学報告とグエン・ティ・タオ・リーさんの講話を行

いました。 

・次週11月15日(木)は岡山理科大学での職場訪問例会です。例会は、12時15分から開始します。駐車 

場から会場までの移動に時間を要しますので12時までにお越しください。駐車場は道路を挟んで大 

学の反対側で、11時30分ごろから親睦活動委員会が誘導します。構内は全面禁煙、撮影禁止です。 

🅿について等、問い合わせは、辰巳委員長までお願いします。 

・12月6日(木)は年次総会・会員増強委員会アワーに、12月13日(木)は新会員卓話に、例会の内容を 

入れ替えました。 

◇親睦活動委員会・誕生日スピーチ・大澤正尚会員(80歳)：大台を超え、西方浄土がすぐ近くに見えます。来年の 

誕生日までボケずに正会員でいられればいいなと思います。なんとか手を引っ張ってお付き合いく 

ださい。▼片山泰志会員(58歳)：入社当時は大変ご高齢という印象だった年代になりましたが、も 

う少し動ける体になるよう、毎週ストレッチに通っています。また、カメラの購入を考えていまし 

て、写真を趣味にしている娘と一緒に撮影に行けたらなと思っています。▼渡邊道信会員(66歳)： 

松木徹夫会員と一緒に入会したのが39歳だった26年前。多くいた先輩も残っているのは白石洋治会 

員のみですが、できるだけ長く出てきたいと思っています。 

新会員卓話 

◆板脇俊匡会員｢お寺と仏事の現状』：今治RCでは父と姉がお世話になりました。私は青山学院大学文学部卒。父からは

南光坊がキリスト教になる、と冗談交じりに言われますが、実は初等部を米山梅吉氏が創設するなど青山学院とロータ

リーには深い縁があります。卒業後は真言密教の聖地、高野山で大学に通いながら修行の生活を経て帰今。しかし大学

や道場で学んだことだけでは通用しないことを痛感し、河内長野の延命寺で真言宗の法式法流に精通している上田大僧

正に教えを請い、弘法大師直系の血脈（けちみゃく）を授かって真言密教の奥義（秘伝）を皆伝していただきました。

▼250軒の檀家にはそれぞれの事情があります。戒名の画数が悪いから吉数に変えてくれとか、新興宗教の本尊が祀ら

れていたり、仏壇の中央に置かれた信楽焼の狸を拝まされたりと、いろいろな経験をしてきました。365日24時間、檀

家さんの訃報を聞けば駆けつけて枕経を務め、戒名を付けて通夜を拝み、葬儀の導師を務めるのが住職の義務。死生観

に答えを出すのが重要な役割です。死ねば一巻の終わりなのか、霊魂として残るのか。真言宗の僧侶は霊魂を救済し供

養して成仏させるのが任務という立場。ですから昔は全権を持っていた僧侶も寺院、葬儀社、仏壇店、石材店と効率よ

く分業化が進んだ現在では舞台役者のようなもの。寺院と檀家との関係が希薄になったことも葬儀が形式化し、魂を救

う場から故人とのお別れのセレモニーへと変化してきたのではないかと思います。▼すべての日本人は死ねばその家の

ご先祖さまになります。霊魂が宿る位牌、位牌を安置する仏壇、お骨を安置する墓石の3点セットを通して仏教とつな

がりを持ち、死は終わりではなく、記憶され、供養され、拝まれるご先祖となるので安心して死を迎えられると日本人

は何百年も先祖供養してきました。先祖供養を通じた仏事は日本人のアイデンティティですから、ぜひ続けて欲しいと

思います。▼南光坊は594年、聖徳太子の時代に大三島にできたのがルーツです。703年に文武天皇が当地に移し、弘法

大師が55番札所に定められました。昭和20（1945）年の今治空襲で大師堂と金比羅堂以外は焼失しましたが、昭和56（1

981）年に本堂、平成3（1991）年に薬師堂、平成10（1998）年に山門が再建され、今は往時の姿に戻っています。京都・

仁和寺の末寺である南光坊は今で言う別格本山に当たる中本寺という寺格を与えられ、御室（おむろ）から院家（いん

げ）と称することを許されているので今治の中でも白眉の格式を有しています。そのため学問や人徳に秀でた高僧を多

く輩出しており、私も精進して参りたいと思っています。▼今後は市内中心部の立地や格式を生かした南光坊のブラン

ディングを考え、次世代にレガシーを残していきたいと思います。参拝客は減っていますが行政や経済界と共に訪日客

へも四国遍路の魅力を伝え、変わらないお寺の価値を守りながら遍路文化を後世に残していきます。 

次 回 例 会（１１月１５日） 
【 職場訪問例会 】 

           日 時：２０１８年１１月１５日(木)  １２：１５～ 

           場 所：岡山理科大学獣医学部 

〔 岡山理科大学 〕 


